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一般財団法人広島市学校給食会定款施行細則 

 （目的） 

第 1条 この細則は、一般財団法人広島市学校給食会定款（以下「定款」という。）第４３条の規

定に基づき、定款の施行に必要な事項を定めることを目的とする。 

 （評議員の選任） 

第 2条 評議員数は、定款第１３条第２項各号に定める区分毎に、次の各号に規定する基準に

よるものとする。 

⑴  学校給食実施校の校長 ３人以内 

⑵  学校給食実施校のＰＴＡの会長又は副会長 ３人以内 

⑶  学校給食に係る行政機関の職員  １人以内 

２ 前項第３号及び第３条第１項第３号に掲げる「学校給食に係る行政機関の職員」とは、広 

島市の行政に携わっている者及びその経験を有する者とする。 

 （役員の選任） 

第３条 理事数は、定款第２５条第１項各号に定める区分毎に、次の各号に規定する基準によ

るものとする。 

⑴  学校給食実施校の校長   ３人以内 

⑵  学校給食実施校のＰＴＡの会長又は副会長 ４人以内 

⑶  学校給食に係る行政機関の職員  ２人以内 

２ 監事数は、定款第２５条第２項各号に定める区分毎に、次の各号に規定する基準によるも

のとする。 

⑴  学校給食実施校の校長 １人 

⑵  学校給食実施校のＰＴＡの会長又は副会長 １人 

⑶  学職経験者 １人 

 （評議員及び役員の報酬等） 

第４条 定款第３０条ただし書きに規定する評議員会が別に定める報酬等の支給の基準に従

って算定する役員の報酬等の額は、広島市と協議して会長が定める額とする。 

２ 定款第１５条第３項及び定款第３０条第３項に掲げる評議員及び役員の費用弁償に関し

ては、広島市の基準によるものとする。 

３ 常勤の役員の服務は、会長が別に定める。 

 （業務分担） 

第５条 定款２４条第２項及び第３項に基づき理事会で定める業務分担は、次の各号に掲げる

とおりとし、その業務執行の手続きに関しては、別に会長が定める規程によるものとする。 

 ⑴ 副会長は、会長を補佐し会長に事故あるとき、又は欠けたときは、あらかじめ理事会に

おいて指名した順序によりその職務を代理する。 

 ⑵ 専務理事は、会長の指揮を受けてこの法人の業務を執行する。 

 ⑶ 常務理事は、専務理事を補佐し、専務理事に事故あるときは、あらかじめ理事会におい

て指名した順序によりその職務を代理する。 
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 （専門委員） 

第６条 定款第３８条に定める専門委員は、学校給食用物資納入業者選定委員とし、委員会を

構成するものとする。 

２ 前項に規定する委員会の運営に関しては、別に会長が定める。 

３ 第１項に規定する専門委員及び別に定める各種委員に対する費用弁償については、会長が

別に定める。 

 （職員の職務権限等） 

第７条 職員に関する規程、会計に関する規程、処務及び職員の職務権限に関する規程等この

法人の業務執行に必要な規程等は、法令及び定款の規程により評議員会及び理事会の決議を

要する事項を除き、会長が定める。 

附 則 

 この細則は、一般財団法人広島市学校給食会の設立の登記の日から施行する。 

 

 

 


